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　本年 6月 6日より技術委員長という大役を務めさせ
て頂くこととなりました。ご存知の通り、当協会は
2006年 6月より日本ボンド磁性材料協会へと名称を変
更し、ボンド磁石のみならず、広く圧粉磁心、電波吸
収シート等の軟磁性材料まで含めた「ボンド磁性材料」
の発展を目的とした活動を開始しておりますが、この
ような変革期において、軟磁性材料を生業とする初め
ての技術委員長として、その責任の重さを強く感じて
おります。旧来からの会員の皆様のご理解、ご協力を
得つつ、軟磁性材料関連メーカの新規加入を促進して
参りたいと考えており、微力ながら当協会の発展のた
めに尽力させて頂く所存ですので、ご指導、ご鞭撻の
程よろしくお願い申し上げます。
　技術委員会の主な活動としましては、例年春と秋の
二回開催される技術例会と、年末に開催される BMシ
ンポジウムとが挙げられます。協会名称の変更以来、
秋の技術例会は軟磁性材料関連というのがすっかり定
着した感がありますが、本年も 9月 5日に「刮目すべ
き軟質 (ソフト )磁性材料の進歩とその評価技術」－
磁気応用大国日本の先端的製品展開と特性測定の現状
－と題しまして、第 74回技術例会を開催致しました。
今回は、圧粉磁心とその原料粉末、電波吸収材料に加
え、それらの評価技術やデバイスへの応用まで含めた
技術領域において、各分野を代表する講師の方々から
ご講演頂きました。おかげさまで多くの皆さんにご参
加頂き、活発な質疑応答が交わされる盛況な技術例会
とすることができ、この技術領域への関心の高まりを
実感すると共に、「軟磁性技術委員長」としての最初
の大仕事を終えた安堵感と満足感とを味わっていると
ころです。ご支援頂きました会員の皆様、企画および
進行に尽力頂きました関係者の皆様に、改めて御礼申
し上げます。

　一方、BMシンポジウムにつきましては技術委員会
主催の最大のイベントということもあり、中国、ロシ
アを含めた海外から講師をお招きして同時通訳を採用
したり、希土類の資源問題に焦点を当てたりと、色々
と趣向を凝らして開催して参りました。本年 12月 5
日開催の 2008BMシンポジウムにつきましても、磁石
材料の新技術や磁石を応用したエコ技術に着目した講
演を企画中ですので、必ずや会員の皆様のご期待に沿
えるシンポジウムになるものと信じております。
　また昨年より、新たな試みとして BM寺子屋塾を開
催しております。学生の理科離れが進み若手技術者の
不足が叫ばれる昨今の状況を憂い、ボンド磁性材料に
関する若手技術者の育成を目的として、寺子屋という
言葉が示す通り少人数の実習形式できめ細やかな指導
を行うという試みです。詳細は塾長である浜野技術委
員の記事に譲りますが、これまで「永久磁石のイロハ」、
「軟質 (ソフト )磁性材料の ABC」と題して開催させ
て頂き、こちらも大変ご好評頂いております。今後も、
9月からの「よく分かるボンド磁石の基本技術」を始
めとし、平易解説をモットーとした BM寺子屋塾にご
期待下さいますようお願い申し上げます。もちろんボ
ンド磁性材料に関して基礎から学びたい営業マン、学
校の授業ではもの足りない学生の皆さんも大歓迎で
す。
　末筆となりましたが、協会会員の皆様の益々の発展
を祈念するとともに、協会活動への変わらぬご支援、
ご指導をよろしくお願い申し上げます。

技術委員会より

技術

技術委員長　五十嵐　和則
(三菱マテリアル (株 ))
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平成20年9月5日　第74回技術例会　於　ホテルラングウッド

平成20年5月23日　第73回技術例会　於　ホテルラングウッド




